
　朝日村の花である「カタクリの花」は早春に開花し、
群落では2週間程度しか開花しない。
　一方のヒメギフチョウも東日本で4 ～ 5月に出現す
る。両者が出会う期間は非常に短い。
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臨
時
総
会
の
冒

頭
、
商
工
連
矢
﨑

会
長
よ
り
「
昨
年

は
、
我
が
国
経
済

に
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
、
長
野
県
観
光

に
打
撃
を
与
え
た
県
北
部
地
震
、
そ
し
て
円
高
、

デ
フ
レ
、
消
費
低
迷
と
会
員
企
業
を
取
巻
く
経

営
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
日

本
大
震
災
、
県
北
部
地
震
、
豪
雨
や
台
風
の
被

害
に
係
る
義
援
金
の
拠
出
や
子
供
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
募
金
に
つ
き
、
各
商
工
会
及
び
役
員
、
会

員
、
青
年
部
、
女
性
部
の
各
位
に
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
と
敬

意
を
申
し
上
げ
る
。

　

平
成
24
年
度
も
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
景
気
回
復
の
兆
し

も
な
か
な
か
見
え
ず
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
製
造
業
の
海
外
移
転
等
、

経
済
状
況
は
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
商
工
連
と
し
て
は
商
工
会

と
共
に
働
く
協
働
体
制
を
強
化
し
て
、
人
事
権

の
一
元
化
に
よ
り
支
援
体
制
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
昨

年
度
か
ら
の
長

野
県
商
工
会
観

光
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
を
推
進

し
、
企
業
の
総

合
的
経
営
力
の

向
上
支
援
、
地

域
資
源
活
用
、

経
営
革
新
、
農

商
工
連
携
等
の

支
援
に
よ
る
地

域
商
工
業
及
び
観
光
関
連
産
業
の
振
興
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る
県
の
小
規
模

事
業
経
営
支
援
策
を
見
据
え
、
多
様
化
す
る
地

域
商
工
業
の
環
境
変
化
と
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
策
定
す
る
。

　

さ
ら
に
、
職
員
資
質
の
向
上
に
よ
る
支
援
能

力
の
強
化
、
創
業
及
び
新
事
業
分
野
へ
の
進
出

を
目
指
す
人
材

育
成
支
援
を
行

う
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
阿
部
県
知
事
よ
り
「
県
財

政
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
を
取

巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
沈
滞
化
し
た
商
店
街
の
復
活
を
目

指
し
、
県
と
し
て
も
最
大
限
の
支
援
を
す
る
」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

１�

．
産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
長
野

県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
推
進

　

東
日
本
大
震
災
、
急
速
な
円
高
、
デ
フ
レ
、

消
費
低
迷
に
よ
る
会
員
企
業
を
取
巻
く
厳
し
い

経
済
環
境
の
長
期
化
に
対
応
す
る
た
め
、
商
工

会
と
の
協
働
体
制
に
よ
り
、
産
業
振
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
地
域
産
業
活
性
化
の

た
め
各
商
工
会
が
掲
げ
た
産
業
振
興
テ
ー
マ
の

取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
の

産
業
活
性
化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
長
野
県

商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
継
続
実
施

に
よ
り
、
商
工
会
観
光
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
形
成
し
、
地
域
及
び
全
県
的
な
観
光
振
興
を

支
援
す
る
。

２�
．
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
よ

る
商
工
会
改
革
の
推
進

�　

商
工
会
地
域
の
商
工
業
者
の
総
合
的
な
改
善

発
達
を
図
り
、
商
工
会
が
小
規
模
事
業
者
支
援

の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
る
た
め
、
大
き
く
変

化
す
る
商
工
会
地
域
環
境
を
捉
え
な
が
ら
、
不

変
の
基
本
理
念
を
原
点
に
据
え
、
商
工
会
と
商

工
連
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
商
工
会
員
の
声

を
反
映
し
な
が
ら
研
究
し
、
県
下
商
工
会
が
同

じ
方
向
を
目
指
し
て
行
動
す
る
べ
く
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
10
年
間
を
貫
く
「
商
工
会
中
期
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
、
改
革
を
推
進

す
る
。

３
．
企
業
支
援
の
強
化
と
人
材
育
成

�　

厳
し
い
経
営
環
境
下
で
懸
命
に
経
営
を
続
け

る
会
員
事
業
所
支
援
の
た
め
、
中
小
企
業
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
や
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ

ン
ク
事
業
等
の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
経
営

力
の
総
合
的
な
強
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

平
成
23
年
度
の
人
事
権
一
元
化
を
踏
ま
え
、
グ

ル
ー
プ
支
援
体
制
の
機
能
強
化
を
図
る
。

　

さ
ら
に
創
業
、
新
連
携
、
農
商
工
連
携
等
の

研
修
事
業
、
青
年
部
・
女
性
部
研
修
会
事
業
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
商
工
業
を
担
う
人
材

の
育
成
及
び
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
拡
充
に
よ
る
商
工
会
組

織
を
担
う
人
材
の
育
成
を
進
め
る
。

４
．
組
織
力
・
財
政
力
向
上
の
支
援

　

商
工
会
の
合
併
、
統
合
、
商
工
業
者
の
廃
業

な
ど
に
よ
り
、
商
工
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
商
工
会
機
能
の
拡
充
に
は
、

会
員
数
の
増
強
に
よ
り
地
域
商
工
業
者
の
広
範

な
力
の
集
結
を
行
い
、
組
織
力
を
向
上
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
経
営
支
援
強
化
、
巡
回
訪
問
強
化
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
強
化
、
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
む
支
援
を
す
る
。

�　

ま
た
、
地
域
振
興
事
業
の
展
開
、
推
進
の
た

め
に
は
、
商
工
会
の
財
政
力
向
上
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
手
数
料
の
確
保
、
各
種
共

済
事
業
の
推
進
支
援
を
図
る
。

地
域
産
業
の
活
性
化
と
次
世
代
の
た
め
の

商
工
会
改
革
の
促
進
と
人
材
育
成
を
目
指
し

　

商
工
連
は
３
月
27
日
、
阿
部
県
知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
長
野
市
で
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
全
県
下
か
ら
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

商工連
臨時総会

顕彰

矢﨑会長あいさつ

阿部知事よりごあいさつ
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近
年
、
健
康
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
健

康
分
野
で
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
達
の
住
む
長
野
県
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
と
多
様
な
農
水
産
物
や
温
泉
と
い
っ
た
、

自
然
か
ら
の
多
く
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
県
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、県
女
性
連
で
は
、平
成
22
年
度・

23
年
度
の
２
年
間
に
わ
た
り
、身
近
な
食
を
テ
ー

マ
に
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
健
康
食
づ
く
り
」

事
業
を
展
開
し
、
２
月
８
日
（
水
）
松
本
市
に

お
い
て
、
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
各
地
域
の
女
性
部
が
考
案
し

た
健
康
食
レ
シ
ピ
と
地
域
の
食
材
を
紹
介
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
完
成
発
表
、
及
び
考
案
し
た

健
康
食
を
も
と
に
商
品
開
発
し
た
食
品
の
試
食・

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
の
事
例
発
表
で
は
、
臼
田
町
商
工

会
女
性
部
の
「
う
す
だ
さ
ん
ち
の
プ
ル
ー
ン
娘  

臼
田
産
プ
ル
ー
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、
辰
野
町
商

工
会
女
性
部
の
「
ほ
た
る
の
乱
舞

漬
け
」（
し
ま
う
り
、
み
ょ
う
が
、

し
そ
の
実
な
ど
を
み
そ
漬
け
に
し

て
細
か
く
刻
み
、
彩
り
で
ほ
た
る

の
乱
舞
を
表
現
し
た
も
の
）、
安

曇
野
市
商
工
会
女
性
部
の
「
信
州

あ
づ
み
の
わ
さ
び
ゼ
リ
ー
」、
飯

綱
町
商
工
会
女
性
部
の
「
野
沢
菜

と
信
濃
地
鶏
の
ソ
テ
ー
」
の
４
品

に
つ
い
て
、
地
域
の
食
材
を
活
か

し
た
商
品
開
発
の
取
組
み
を
、
そ

れ
ぞ
れ
女
性
部
長
が
発
表
し
ま
し

た
。

　

料
理
を
流
通
可
能
な
商
品
に
加

工
す
る
う
え
で
、
味
の
変
化
や
長
期
に
わ
た
る

食
材
の
保
存
な
ど
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
や
苦
労
、
ま
た
解
決
の
き
っ
か
け
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
制
作
者
の
開
発
へ
の

熱
意
や
地
域
振
興
に
対
す
る
思
い
に
、
参
加
さ

れ
た
方
々
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
例
発
表
の
後
に
は
、
２
年
間
レ
シ

ピ
の
考
案
、
商
品
開
発
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た

㈱
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
代
表
取
締
役
の
鳥
巣
研
二
さ

ん
、
料
理
研
究
家
の
横
山
タ
カ
子
さ
ん
、
㈱
日

経
Ｂ
Ｐ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
局
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
西
沢
邦
浩
さ
ん
よ
り
、
事
業
の
講
評
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
長
野
県
の
健
康
産
業

振
興
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

県
女
性
連
で
は
、
今
後
も
制
作
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
健
康
食
レ
シ
ピ
と
地
域
の

食
材
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
開
発
し
た

商
品
の
販
路
開
拓
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

辰野町商工会女性部「ほたるの乱舞漬け」

安曇野市商工会女性部「信州あづみのわさびゼリー」 飯綱町商工会女性部「野沢菜と信濃地鶏のソテー」

臼田町商工会女性部
「うすださんちのプルーン娘  臼田産プルーンドレッシング」

「信州いきいきレシピ」
http://www.nagano-sci.
or.jp/shinshu-recipe/

地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
　
健
康
食
づ
く
り
事
業
の
成
果
発
表
会
を
開
催

県女性連
活動報告



　名　　称：マルオカ工業株式会社
　代表者名：代表取締役　湯川泰征
　業　　種：木材・木製品製造業
　資 本 金：15,750千円
　住　　所：長野県木曽郡木祖村薮原232-7
　従業員数：21人
　認定事業：�中小企業による地域産業資源を活用した事

業活動の促進に関する法律第６条第１項の
規程に基づく認定（関東経済産業局長及び
関東農政局長）

　認 定 日：平成24年２月３日

■企業概要と支援の経緯
　�　当社は、1947年創業の木工製品の製造販売会社で、
主製品の張キャンパス用木枠（画材）では全国シェア
７割を占める地域の有力企業だが、近年木曽木材は低
価格の輸入材に押され年々需要が減少し、新規事業の
開発が急務となっていた。一方、絵画用額縁は今まで
欧州などから輸入された洋風スタイルのものが殆どで、
日本独自の和風テイストを持った額縁を求める声が美
術館やプロの画家から寄せられていた。
　�　当社が今まで培ってきたトップ画枠メーカーとして
の信頼をベースに木曽地域の木曽材木工芸品、木曽漆
器等の主要な産業を最大限に活かした新商品「新和風
額縁」を開発し、製造販売することを目標としている。
これにより、地域資源である木材の効率的利用、木工
業の生産改善、伝統工芸の工業伝承、連携先への波及
効果も期待できる。また、平成21年度異分野連携新事
業分野開拓計画（新連携）の認定を受け開発した「額
装シミュレーションシステム」と最新の３ＤCADを合
体させた新しい３Ｄモデリングシステムを開発をする

ことで、新たな事業を確立することを目指し、地元の
木祖村商工会に事業化を相談。同商工会では、中小企
業支援ネットワーク強化事業における小口芳久ネット
ワークアドバイザーとともに支援を行ってきた。
■経営課題へのアプローチ・支援方法
　①�高級額縁の試作の迅速化、低コスト化を実現する最
新技術の導入支援。

　②�「地域産業活性化基金事業」の認定及び「地域資源
活用事業」の申請を軸とした、事業化の推進。

　③�大学や地元の高校と連携し、斬新な商品・デザイン
開発を実施。

■支援成果
　①�額装デザインツール（３Ｄプリンターを使ったモデ
リング,彩色開発、描画シミュレーションシステム）
の開発。

　②漆・箔貼り技術を生かした額縁制作手法の確立。
　③商品化完成と展示会出展。
■地域貢献性
　�　本事業を通じて、木曽材木工芸品の新しい利用方法
を消費者に提案することで、木曽材木工芸品の魅力を
再認識してもらいたいと考えている。この事業を成功
させることにより、木曽材木工芸品のブランド力アップ、
地域の連携企業への波及効果、新事業による雇用拡大
等を通じて地域活性化への貢献が期待できる。
　・木曽森林組合：木曽木材利用による売上増大
　・�木曽青峰高校インテリア科：デザイン実習による人
材育成

　・�木曽漆器工業協同組合：漆器技術の工業的伝承
　・�㈲スワニー：木材を使った３Ｄ加工技術のレベルアッ
プ

　
今年２月に地域産業資源活用事業として国の認定を受けた木祖村のマルオカ工業株式会社の事例を紹介します。また、
この事業認定を受けるに当たり23年度からスタートした「中小企業支援ネットワーク強化事業」によるネットワー
クアドバイザーと地元商工会の経営指導員による支援を行う中で認定を受けることができました。

経営革新・農商工連携・地域資源活用・新連携等の計画認定を検討されている方は地元商工会へご相談ください。

　「木曽の木材・木工芸を活用した　『新和風額縁』事業化プロジェクト」

商工連ながのH24.5月号● 4

沈金の和風額縁 黒漆塗りの和風額縁 木曽材山ザクラの和風額縁

木祖村商工会　

湯川泰征社長

地域産業資源活用事業（中小企業地域資源活用促進法）認定事例紹介

「中小企業支援ネットワーク強化事業」活用
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浅
科
地
区
は
人
口
６
千
人
余
り
。
中
山
道
の

宿
場
が
２
つ
も
あ
り
、
五
郎
兵
衛
米
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
広
大
な
田
園
地
帯
が
ひ
ら
け
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
佐

久
市
と
合
併
し
、
今
で
は
人
口
10
万
人
都
市
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
浅
科
村
で
あ
っ
た
頃
、

地
域
活
性
化
に
資
す
る
工
業
導
入
策

と
し
て
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
企
業
誘

致
が
行
わ
れ
、
電
気
機
械
、
輸
送
用

機
械
器
具
、
金
属
加
工
業
な
ど
部
品

加
工
を
中
心
と
す
る
中
小
製
造
業
が

集
積
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
、
も
の
づ
く
り
の
海

外
進
出
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
こ
の
頃
、
景
気
の
波
を

ま
と
も
に
受
け
て
い
た
地
区
内
中
小

製
造
業
者
は
、
今
後
の
生
き
残
り
を

か
け
商
工
会
工
業
部
会
の
中
に
製
造

部
を
設
立
し
、
共
同
・
連
携
し
て
国

内
の
受
注
を
確
保
し
よ
う
と
動
き
だ

し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
そ
の
う
ち
、
プ

レ
ス
、
金
型
、
メ
ッ
キ
な
ど
の
部
品

加
工
業
を
中
心
に
17
社
で
「
浅
科
テ

ク
ノ
グ
ル
ー
プ
」
を
組
織
し
、
不
況

へ
の
挑
戦
と
新
た
な
展
開
を
求
め
全

国
中
小
企
業
産
業
フ
ェ
ア
へ
出
展
し
ま
し
た
。

受
注
確
保
に
は
大
都
市
へ
の
出
展
が
効
果
的
と

も
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
遠
距
離
だ
っ
た
た
め
参

加
メ
ン
バ
ー
が
限
定
さ
れ
る
他
、
フ
ォ
ロ
ー
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県

内
最
大
級
で
距
離
的
に
近
い
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ

セ
へ
出
展
を
し
、
新
規
販
路
の
開
拓
や
受
注
獲

得
の
機
会
創
出
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
に
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る

「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
」
は
昨
年
で
10
回
目
と

な
り
、
出
展
社
数
２
６
１
社
、
来
場
者
数
は
延

べ
２
万
５
９
２
８
人
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
の
出
展
は
８
回
目
。
新
技
術
・
新

製
品
訴
求
事
業
と
し
て
、
市
の
商
工
業
振
興
事

業
補
助
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
出
展
し
て
い
ま

す
。
会
員
同
士
が
交
代
で
ブ
ー
ス
説
明
に
携
わ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
所
の
相
互
訪
問
を
実
施
し

て
知
識
を
深
め
あ
っ
た
り
、
出
展
社
会
議
等
を

通
じ
照
明
や
展
示
製
品
の
配
置
等
集
客
を
意
識

し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
研
究
を
重
ね
る
中
で
事

業
者
間
の
絆
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

出
展
を
重
ね
る
こ
と
７
回
目
の
２
０
１
０
年
、

つ
い
に
今
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、
初
め
て

２
件
の
取
引
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
１
件
は
当
初
の
予
定
個
数
を
大
幅
に
上
回

り
今
で
も
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
数
字
と
し
て
測
る
こ
と
の
で
き
な

い
効
果
も
た
く
さ
ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
他
企
業
の
製
品
見
学
を
通
じ
、
自
社
の
加

工
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
、
取
引
先
の

評
価
が
あ
が
っ
た
。」「
来
場
者
・
出
展
企
業
と

の
情
報
交
換
や
情
報
収
集
が
で
き
た
。」「
自
社

の
知
名
度
が
向
上
し
た
。」「
社
員
教
育
・
育
成

に
役
立
っ
た
。」
な
ど
実
施
後
は
出
展
社
ア
ン

ケ
ー
ト
や
反
省
会
を
行
い
、
よ
り
よ
い
効
果
が

だ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
産
業
振
興
支
援
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
掲
げ
、
24
年
度

の
出
展
に
向
け
て
の
準
備
も
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、タ
イ
の
洪
水
、円
高
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
信
用
不
安
等
々
、
日
本
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
不
安
材
料
と
な
る
事
案
が
多

い
中
、
と
も
す
れ
ば
絶
望
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ

打
開
策
を
掴
み
に
く
い
事
業
主
に
と
っ
て
、
士

気
を
高
め
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

今
後
も
メ
ッ
セ
に
継
続
出
展
す
る
こ
と
に
よ

り
自
社
の
技
術
向
上
に
も
役
立
て
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
連
携
を
強
め
、
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が

ら
生
き
残
り
を
図
れ
る
可
能
性
を
大
き
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅科商工会

Syokoukai
NOW!

東信 Vol.87

「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
」
へ
の

　
　
出
展
、
継
続
を
成
果
に

 
商
工
会
は
い
ま
─ブースが立ち並び賑わう会場

「浅科テクノグループ」出展ブース
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昨
今
労
使
ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
そ

の
解
決
に
長
い
時
間
と
高
額
な
解
決
金
を
請
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
金
は

賃
金
の
３
ヶ
月
分
と
い
う
の
が
相
場
で
し
た
。
不
況
が
長
引

く
と
再
就
職
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
た
め
に
、
い
ざ
退
職
と

か
、
解
雇
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
不
当
解
雇
と
か
、
精
神
的

苦
痛
を
受
け
た
な
ど
の
理
由
を
つ
け
て
、
賃
金
の
12
ヶ
月
分

位
は
す
ぐ
に
請
求
さ
れ
る
此
頃
で
あ
り
ま
す
。

　

労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
い
う
の
は
、
採
用
の
時
点
、
在

職
中
、
そ
し
て
退
職
時
に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
対
応
策
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
殆
ど
定
期
採
用
も
無
く
、
欠
員
の
補
充
と
か
、

臨
時
採
用
が
多
い
よ
う
な
小
さ
な
会
社
が
、
ト
ラ
ブ
ル
人
材

を
採
用
し
な
い
た
め
の
注
意
点
に
つ
い
て
列
挙
し
て
み
ま
す
。

１
．
転
職
の
多
い
者

　

�　

１
つ
の
仕
事
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
り
、
職
場
の
中
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

就
職
し
た
と
し
て
も
短
い
年
月
で
退
職
し
て
い
く
可
能
性

は
高
く
、
折
角
教
育
し
て
も
無
駄
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
面
接
で
前
職
や
上
司
の
悪
口
を
言
う
者
は
要
注

意
で
す
。

２
．
職
歴
が
立
派
で
も

　
　
　
　
　
　

現
場
実
務
能
力
を
確
認
す
る
こ
と

　

�　

俗
に
言
う
大
き
な
会
社
で
管
理
職
、
監
督
職
を
経
験
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
資
格
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も

現
場
の
実
務
能
力
が
低
い
、
あ
る
い
は
現
場
の
経
験
が
少

な
い
と
い
う
者
が
い
ま
す
。
会
社
が
期
待
を
し
て
中
堅
幹

部
と
し
て
採
用
し
て
み
た
ら
、
既
存
の
労
働
者
よ
り
仕
事

が
で
き
な
く
て
、
賃
金
ば
か
り
高
く
て
困
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
親
会
社
と
か
取
引
先
の
ゴ
リ
押
し
で
採

用
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
良
い

人
材
で
あ
れ
ば
例
え
不
景
気
で
あ
っ
て
も
会
社
は
そ
の
者

を
離
さ
な
い
筈
で
す
。

３
．
職
安
か
ら
の
紹
介
は
玉
石
混
淆

　
�　

求
人
は
多
く
の
と
こ
ろ
を
職
安
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
が
、
求
職
者
の
中
に
は
転
職
の
プ
ロ
み
た
い
な

者
も
お
り
、
最
後
に
ト
ラ
ブ
っ
て
、
解
決
金
を
せ
し
め
て

辞
め
て
い
く
と
い
う
者
が
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
意
欲
的
で

能
力
が
あ
る
者
も
当
然
い
る
訳
で
す
。
最
近
、
求
職
者
は

履
歴
書
に
職
務
経
歴
書
を
添
付
し
て
く
る
こ
と
が
殆
ど
で

す
が
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
。
充
分
に
注
意
し
て
人
材
を
見
分
け
て
下
さ
い
。

４
．
最
初
は
期
間
契
約
社
員
と
し
て
採
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
後
正
社
員
に
登
用
す
る

　

�　

い
く
ら
面
接
で
吟
味
し
た
と
し
て
も
実
際
に
働
い
て
み

な
い
と
能
力
や
協
調
性
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

�　

最
初
は
３
ヶ
月
位
の
契
約
で
、
そ
の
後
見
込
み
が
よ
け

れ
ば
契
約
更
新
を
す
る
と
か
正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
が
、
肝
要
で
す
。
但
し
、
最
初
か
ら
正
社
員
と
し
て
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
応
募
し
て
こ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
の
割
り
切
り
は
必
要
で
す
。
職
安

で
求
人
票
の
書
き
方
を
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

�　

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
は
そ
の
点
会
社
側
に
と
っ
て
は
良
い

制
度
で
す
の
で
極
力
お
勧
め
で
す
（
但
し
、
経
験
不
問
と

い
う
条
件
付
で
す
）。
３
年
以
内
の
既
卒
者
ト
ラ
イ
ア
ル
と

い
う
制
度（
助
成
金
80
万
円  

平
成
24
年
６
月
30
日
で
終
了
）

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
正
社
員
等
と
し
て
１
年
以
上

勤
務
し
た
こ
と
が
無
い
者
が
対
象
で
す
。
助
成
金
に
つ
ら

れ
て
採
用
と
い
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
慎
重
に
対

応
し
ま
し
ょ
う
。

５
．
前
職
の
退
職
理
由
の
証
明
書
を
お
願
い
す
る

　

�　

労
働
基
準
法
第
22
条
で
は
、
退
職
時
等
の
証
明
書
を
退

職
者
が
請
求
し
た
ら
使
用
者
は
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

面
接
の
条
件
と
し
て
こ
の
証
明
書
を
求
職
希
望
者
が
前

の
職
場
か
ら
も
ら
っ
て
く
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
退
職
理
由
に
よ
っ
て
は
採
用
を
考
え
る
こ

と
も
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

上
記
の
中
に
は
、
実
際
に
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
一
度
採
用
し
て
し
ま
う
と
辞
め
て
頂
く
の
は
会
社
と

し
て
非
常
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。

　

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

何
分
の
一
か
を
採
用
の

と
き
に
使
う
こ
と
の
方

が
結
果
と
し
て
相
当
に

会
社
に
と
っ
て
有
益
で

あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

人
材
を
採
用
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

ONE POINT ADVICE

経営

小
さ
な
会
社
の
労
務
管
理

　

労
使
ト
ラ
ブ
ル
を

　
　

防
ぐ
た
め
の

　
　
　

採
用
時
の
注
意
点

特
定
社
会
保
険
労
務
士 

中
小
企
業
診
断
士

　
　
　
　

塚
田　

修 

氏
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１
．
は
じ
め
に

　

�　

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
様
々
な
経
済
取
引

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
中
で
、一
定
の
債
権
（
法

律
上
の
請
求
権
）
が
発
生
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
債
権
に
つ
い
て
、
正
当
に
弁
済
さ
れ
れ
ば
特
に
問
題

は
な
い
の
で
す
が
、
相
手
方
の
方
で
期
限
ま
で
に
支
払
を

し
な
い
時
、
債
権
回
収
の
必
要
性
が
生
じ
ま
す
。

２
．
債
務
者
の
特
徴

　

�　

と
こ
ろ
で
、債
権
回
収
を
す
る
相
手
方
（
債
務
者
）
に
は
、

２
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

�　

一
つ
は
、
Ａ 

支
払
能
力
が
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
期
限
ま

で
に
弁
済
を
し
な
い
者
、
も
う
一
つ
は
、
Ｂ 

す
で
に
支
払

能
力
が
な
い
た
め
に
弁
済
で
き
な
い
者
、
の
２
通
り
で
す
。

　

�　

Ａ
の
場
合
、債
務
者
の
人
間
性
に
問
題
が
あ
る
場
合
（
支

払
に
ル
ー
ズ
で
あ
る
と
か
信
義
誠
実
に
欠
け
る
等
）
も
あ

る
し
、
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
事
情
（
債
権
者
に
対
し
支

払
を
し
な
い
抗
弁
を
有
し
て
い
る
等
）
が
あ
る
た
め
に
払

わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

�　

こ
れ
に
対
し
、
Ｂ
の
場
合
は
、
債
務
者
に
お
い
て
払
う

意
思
は
あ
る
が
、
そ
の
原
資
と
な
る
資
金
が
な
い
と
か
、

あ
る
い
は
支
払
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
（
法

律
上
特
定
の
債
権
者
に
払
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
事

情
が
あ
る
）
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
。

３
．
債
務
者
に
支
払
能
力
が
あ
る
場
合

　

�　

さ
て
、
Ａ
の
場
合
で
す
が
、
債
務
者
の
人
間
性
に
問
題

が
あ
る
場
合
は
勿
論
の
こ
と
、
債
務
者
の
抗
弁
に
合
理
的

な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
速
や
か
に
債
権
回
収
の
手
段

を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

�　

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
や
り
方
と
し
て
は
、
内
容
証
明
郵

便
等
で
催
告
し
、
そ
れ
で
も
弁
済
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、

民
事
調
停
の
申
立
や
民
事
訴
訟
の
提
起
を
す
る
と
い
う
の

が
一
般
的
で
す
。
民
事
訴
訟
に
お
い
て
判
決
を
取
得
し
、

こ
れ
が
確
定
す
れ
ば
、
債
務
者
の
有
す
る
資
産
に
強
制
執

行
を
か
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
訴
訟
を
提
起
す
る
前
に
、

後
の
強
制
執
行
に
備
え
、
債
務
者
の
財
産
を
保
全
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
時
は
、
当
該
財
産
の
仮
差
押
を
行
っ
た
り

も
し
ま
す
。

４
．
債
務
者
に
支
払
能
力
が
な
い
場
合

　

�　

こ
れ
に
対
し
、
Ｂ
の
場
合
、
事
態
は
深
刻
で
債
権
回
収

の
た
め
の
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
の
、
債
務
者
の
方
で
す

で
に
破
産
手
続
開
始
の
申
立
等
を
考
え
て
い
る
時
は
、
確

定
判
決
を
取
得
し
て
差
押
を
行
っ
た
り
、
訴
訟
提
起
前
に

仮
差
押
を
行
っ
た
り
し
て
も
、
破
産
手
続
開
始
決
定
と
共

に
そ
の
効
力
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
（
破
産
法
42
条
参

照
）。

　

�　

こ
う
な
る
と
、
一
般
債
権
者
と
し
て
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
た
め
、
破
産
手
続
き
の
中
で
、
配
当
を
受
け

る
し
か
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　

尚
、
債
権
者
に
お
い
て
、
一
方
的
に
債
務
者
の
財
産
を

持
ち
帰
っ
て
く
る
者
も
い
ま
す
が
、
気
持
ち
は
分
か
ら
な

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
犯
罪
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
．
債
権
の
保
全
の
た
め
の
「
担
保
」

　

�　

第
４
項
で
記
載
し
た
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
債
権
を
保
全
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
が
担
保
の
制
度
で
す
。
担
保
に
は
、
人
的
担
保
（
連

帯
保
証
人
を
付
け
る
）
と
物
的
担
保
（
不
動
産
に
抵
当
権

を
付
け
る
等
）
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
効
果
的
で
す
。
特
に
、
抵
当
権
の
設
定
等
に
関
し
て
は
、

仮
に
債
務
者
が
破
産
し
て
も
、
担
保
を
付
け
た
不
動
産
か

ら
優
先
的
に
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
別
除

権
付
債
権
と
い
う
―
破
産
法
２
条
９
項
、
65
条
参
照
）。

　

�　

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
念
頭
に
お
き
、
債
権
回
収
の
た
め

に
は
、
緊
急
事
態
に
な
る
前
か
ら
十
分
な
注
意
を
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

法律

債
権
回
収
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

思
う
こ
と

諏
訪
法
律
事
務
所

弁　

護　

士　

諏
訪 

雅
顕 

氏

債権回収のための７箇条
１�．無理な取引や後で支払が困難になることが予想されるよう
な危険な取引はしないこと。
２�．債権の発生や内容については書面にしておくこと（借用書
や売買契約書等）
３�．取引において相手方との関係を密にし、信頼関係を保つこと。
４�．後に債権が回収できるか心配な時は必ず担保を付けること。
５�．相手方の支払が遅延するような時は相手方と直接面談して、
実情や資産関係を確認すること。
６�．いざという時には、速やかに弁護士に相談して、法的手続
を検討してもらうこと。
７�．常日頃から債権回収の方法やそのための法的知識を養って
おくこと。



こ
の
人
に

　

　

弊
社
は
、
行
政
・
設
計
事
務
所
・
福
祉
施

設
な
ど
に
設
計
提
案
を
行
い
、
廃
タ
イ
ヤ
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
ゴ
ム
チ
ッ
プ
施
工
・
ゴ
ム

チ
ッ
プ
タ
イ
ル
・
製
作
ス
ロ
ー
プ
（
松
本
市

よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
）
な

ど
を
、
施
工
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
13
年

目
を
迎
え
、
現
在
は
長
野
県
の
公
共
事
業
の

ゴ
ム
チ
ッ
プ
工
事
は
85
％
の
施
工
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

保
育
園
の
テ
ラ
ス
・
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ

ド
・
中
庭
福
祉
施
設
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、

用
途
は
幅
広
く
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
超
高
齢
化
社
会
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
昨
今
の
上
田
市
で
も
約
６
万
３
千
世

帯
の
中
で
60
歳
以
上
の
方
が
住
ま
わ
れ
る
世

帯
が
相
当
数
あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
転
倒

等
で
入
院
さ
れ
、
そ
れ
が
寝
た
き
り
生
活
の

原
因
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
日
常
茶
飯
事

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
の
足
に
優
し
く
万
が
一
転
ん
で
も
怪
我

の
レ
ベ
ル
が
軽
減
で
き
、
ゴ
ム
チ
ッ
プ
の
持

つ
蓄
熱
性
に
よ
り
雪
や
氷
が
解
け
や
す
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
実
績
を
重
ね
理
解
さ
れ
て
、

今
や
メ
ジ
ャ
ー
的
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
が
住
ま
わ
れ
て
い
る
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
介
護
保
険
の
助
成

金
を
利
用
し
て
、階
段
等
の
危
険
個
所・住
宅・

風
呂
場
の
段
差
解
消
な
ど
、
こ
れ
に
勝
る
素

材
は
無
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
弊
社
の
２
番
目
の
柱
に
な
り
つ
つ

あ
る
、
働
く
方
の
安
全
を
守
る
、
日
本
一
滑

り
に
く
い
靴
の
販
売
で
す
。
特
に
太
陽
光
発

電
を
屋
根
に
設
置
す
る
工
事
が
非
常
に
多
く

な
り
、
滑
り
や
す
い
屋
根
・
各
工
事
現
場
・

食
品
工
場
・
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
方

に
好
評
頂
い
て
お
り
ま
す
。こ
れ
も
ゴ
ム
チ
ッ

プ
工
事
を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
天
か
ら

与
え
て
頂
い
た
御
縁
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
の
産
業
展
・
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
等
で
の

展
示
会
な
ど
積
極
参
加
を
し
、
靴
の
即
売
会

を
行
う
こ
と
で
、
社
員
全
員
が
お
客
様
と
ふ

れ
あ
い
、
対
話
の
中
で
商
売
の
難
し
さ
や
、

売
れ
た
時
の
喜
び
等
が
実
践
で
学
べ
、
そ
れ

が
自
信
と
な
っ
て
販
売
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
も
弊
社
の
目
指
す
あ
き
ん

ど
（
商
人
）
に
近
づ
き
ま
し
た
。

　

長
野
朝
日
放
送
・
テ
レ
ビ
信
州
で
も
何
回

か
取
材
さ
れ
放
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
今
で
は

口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
ト
で
弊
社
に
購
入
に
こ
ら

れ
る
お
客
様
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
世
こ
そ
奪
え
合
え
ば
足
り
ず
、
分
け

合
え
ば
余
る
の
言
葉
を
よ
く
噛
み
締
め
て
、

今
後
と
も
喜
ん
で
頂
け
る
商
品
開
発
、
あ
っ

て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
企
業
、
社
会
・
地

域
に
貢
献
で
き
、
社
員
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ

る
会
社
を
め
ざ
し
て
生
き
抜
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。宜
し
く
ご
指
導
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ゴ
ム
チ
ッ
プ
と
か
け
て

何
と
解
く
？

　
子
猫
と
解
く
、

そ
の
心
は
！

　
思
わ
ず
触
れ
た
く
な
り
ま
す
。

有限会社　Ｅ・Ｃ・Ｏ
代表取締役 依田 幸紀 氏

上田市商工会

遊歩道ゴムチップ施工

長野朝日ＴＶインタビュー

丸野アナウンサーの実践体験
「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

Vol.91
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独立行政法人
中小企業基盤整備機構
からのお知らせ

平成24年経済産業省企業活動基本調査にご協力ください
経済産業省大臣官房調査統計グループ

ご契約者のみなさまへ
「反社会的勢力排除に関
する取組み」について
　中小機構では、政府が策定
した「企業が反社会的勢力に
よる被害を防止するための指
針」（犯罪対策閣僚会議幹事
会申合せ）に基づき、反社会
的勢力との関係遮断を徹底す
ることとしております。
　このため、「小規模企業共
済」では、平成24年10月から
「加入申込」「貸付金借入申込」
「掛金納付月数の通算申出」
のお手続きの際に、反社会的
勢力の排除に関する取扱いに
同意していただき、ご契約者
本人等が反社会的勢力に該当
しないこと、またそれに類す
る行為を現在かつ将来にわた
り行わないことを表明・確約
していただくこととしました。

　ご契約者のみなさまにおか
れましては、この取組みにご
理解いただき、ご協力いただ
きますようお願い申し上げま
す。

○実施期間：平成24年５月16日～７月15日まで
○根拠法令：統計法（平成19年法律第53号）
○調査目的：我が国企業における経済活動の実態を明らかにし、経済産業政策等各種行政施策の基礎資料とする。
○調査対象：別表に属する事業所を有する従業者50人以上かつ資本金3,000万円以上の企業で、企業全体の数値。
○調査結果：平成25年１月に速報を公表予定。

※調査票の提出は、紙調査票によるほか、インターネットからオンラインで提出することもできます。
※�調査票に記入していただいた内容につきましては、統計法に基づき秘密を厳守いたしますので、調査に対するご協力
をお願いいたします。

（別表）

問い合わせ先：経済産業省大臣官房調査統計グループ企業統計室　TEL：03-3501-1831

　この調査は、鉱業・採石業・砂利採取業、製造業、電気業・ガス業、卸売業、小売業、クレジットカード業・割賦金融業のほか、下記の
産業の括弧内の業種が対象となります。

MESSAGE BOARD

　「協会けんぽ」は、主に中小企業にお勤めの方が加入される健康保険です。各都道府県支部におい
て業務を行っており、従業員とその扶養家族を合わせた加入者数は、全国で約3500万人、長野支部で
は約62万人になります。
　近年、医療費や高齢者医療への拠出金等の支出が増える一方、景気の停滞に伴い収入の基礎とな
る平均標準報酬月額は減少し、協会けんぽの財政は非常に悪化しています。平成22年度以降、毎年
保険料率の引き上げをお願いしてきましたが、平成24年度も保険料率が引き上げられ、全国平均で
10％に達する見通しとなりました。

　協会けんぽの保険料率については、都道府県単位の保険料率が導入されており、長野支部は全国で
最も低い料率となっています。介護保険は全国一律の料率が適用されます。

　左のように、高齢者医療を支援する拠出金等
の支出の増加が、保険料率引き上げの大きな要
因となっています。協会けんぽとしましては、自ら
できる対策を進めるとともに、現役世代に多大な
負担がかかる現在の高齢者医療について、抜
本的な見直しを国に求めていきます。

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,0,91.html 協会けんぽ　長野 検索

○飲食サービス業（一般飲食店、持ち帰り・配達飲食サービス業）
○�情報通信業（ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業、イン
ターネット附随サービス業、映画・ビデオ制作業、アニメーショ
ン制作業、新聞業、出版業）

○�物品賃貸業（産業用機械器具賃貸業（レンタルを含む）、事務用
機械器具賃貸業（レンタルを含む）、自動車賃貸業（レンタルを
除く）、スポーツ・娯楽用品賃貸業（レンタルを含む）、その他の
物品賃貸業（レンタルを含む））

○�学術研究、専門・技術サービス業（学術・開発研究機関、デザイ
ン業、エンジニアリング業、広告業、機械設計業、商品・非破壊
検査業、計量証明業、写真業）

○�生活関連サービス業、娯楽業（洗濯業、その他の洗濯・理容・美
容・浴場業、冠婚葬祭業（冠婚葬祭互助会を含む）、写真現像・
焼付業、その他の生活関連サービス業、映画館、ゴルフ場、スポー
ツ施設提供業（フィットネスクラブ、ボウリング場など）、公園、
遊園地・テーマパーク）　

○�教育、学習支援業（外国語会話教室、カルチャー教室（総合的な
もの））

○�サービス業（廃棄物処理業、機械等修理業、職業紹介業、労働者
派遣業、ディスプレイ業、テレマーケティング業、その他の事業
サービス業）
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久
米
路
橋
は
、
長
野
市
信
州
新
町
と
信
更
町

と
の
間
に
あ
る
犀
川
の
久
米
路
峡
に
架
か
る
橋

で
す
。

　

長
野
県
歌「
信
濃
の
国
」に
も
登
場
す
る「
久

米
路
橋
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

犀
川
中
流
域
で
最
も
狭
い
こ
の
久
米
路
峡
一

帯
は
、
急
流
部
分
が
存
在
す
る
難
所
で
し
た
。

　

現
在
は
東
京
電
力
「
水
内
ダ
ム
」
に
よ
る
灌

水
面
が
ろ
う
か
く
湖
と
称
さ
れ
、
当
時
の
面
影

は
な
い
も
の
の
、
明
治
32
年
に
作
詞
家
の
浅
井

冽
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
代
は
、
ま
さ
に
「
心

し
て
ゆ
け
久
米
路
橋
…
」
と
い
う
状
況
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

ろ
う
か
く
湖
と
は
、
中
国
の
宝
石
ろ
う
か
ん

の
青
緑
色
の
水
を
湛
え
た
湖
水
が
鶴
の
姿
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

湖
水
と
桜
、
新
緑
、
雪
景
色
、
ア
ル
プ
ス
の

遠
望
な
ど
が
調
和
し
て
、
四
季
を
通
じ
て
山
水

の
美
が
醸
し
出
さ
れ
る
景
勝
地
で
す
。

　

佐
久
間
象
山
お
手
植
え
の
も
み
じ
が
特
に
目

を
引
き
、
岩
間
の
紅
葉
が
、
ろ
う
か
く
湖
の
水

面
に
映
り
、
ひ
と
き
わ
美
し
さ
を
増
し
ま
す
。

　

久
米
路
峡
周
辺
の
地
質
は
、
今
か
ら

４
２
０
万
年
前
の
新
生
代
第
3
期
鮮
新
世
の
時

代
に
活
動
し
た
火
山
の
噴
出
物
、
安
山
岩
（
角か

く

礫れ
き
し
つ質
）
か
ら
な
る
凝ぎ

ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん
そ
う

灰
角
礫
岩
層
で
で
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
隆
起
や
犀
川
が
周
辺
の
地
層
を
浸

食
す
る
な
か
で
、
こ
こ
だ
け
は
そ
の
ま
ま
残
り
、

現
在
の
よ
う
な
渓
谷
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

又
、
久
米
路
橋
に
ま
つ
わ
る
悲
し
い
話
が
あ

り
ま
す
。

　
「
き
じ
も
鳴
か
ず
ば
う
た
れ
ま
い
…
」

　

昔
話
に
登
場
す
る
少
女
、
お
菊
は
犀
川
に
架

け
ら
れ
た
久
米
路
橋
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。

　

村
人
の
暮
ら
し
は
一
様
に
貧
し
か
っ
た
の
で

す
。

　

そ
し
て
、
お
菊
の
家
も
ま
た
貧
し
か
っ
た
の

で
す
。

　

あ
る
と
き
村
の
金
持
ち
の
蔵
か
ら
小
豆
が
一

俵
盗
ま
れ
ま
し
た
。
病
弱
の
妻
に
精
を
つ
け
さ

せ
よ
う
と
す
る
、
お
菊
の
父
に
よ
る
も
の
で
し

た
。

　

役
人
達
は
小
豆
泥
棒
を
捕
ま
え
る
た
め
に
村

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

お
菊
は
村
の
子
供
達
と
遊
び
な
が
ら
、「
お

ら
あ
毎
日
小
豆
の
ま
ん
ま
を
食
べ
て
い
る
」
と

毬
つ
き
遊
び
の
最
中
に
、
話
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
役
人
達
は
、
お
菊
の
父

を
犯
人
と
し
て
牢
獄
へ
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
久
米
路
橋
は
大
雨
が
降
る
た
び
に

流
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
村
の
人
達
は
集
ま
っ
て
、「
こ
ん
な

に
大
雨
が
降
る
た
び
に
橋
が
流
さ
れ
る
の
は
、

水
神
の
怒
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
水
神
の
怒
り

を
鎮
め
る
た
め
に
、
橋
の
下
に
人
柱
を
沈
め
る

必
要
が
あ
る
。」
と
し
て
罪
人
で
あ
る
お
菊
の

父
を
犀
川
に
架
け
る
久
米
路
橋
の
支
柱
の
下
へ

生
き
埋
め
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

父
親
を
久
米
路
橋
の
人
柱
に
さ
さ
げ
た
お
菊

は
そ
れ
以
後
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う

に
人
と
は
話
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
雉
の
鳴
き
声
を
た
よ
り
に
狩
人
が
、

雉
を
射
と
め
た
と
き
、
そ
れ
を
見
て
お
菊
は

た
っ
た
一
言
い
い
ま
し
た
。

　
「
雉
も
鳴
か
ず
ば
う
た
れ
ま
い
も
の
を
」
と

言
っ
た
き
り
、
ま
た
お
し
黙
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

現
在
で
は
久
米
路
峡
、
信
州
新
町
中
心
部
を

挟
ん
で
国
道
19
号
線
沿
い
に
「
信
州
新
町
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
街
道
」
が
あ
り
ま
す
。

　

町
は
長
野
市
の
西
部
に
位
置
す
る
信
州
の
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
、
こ
れ
ぞ
信
州
と
思
え
る

山
里
エ
リ
ア
で
す
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
歴
史
は
北
海
道
と
同
じ
ぐ

ら
い
古
く
、
昭
和
5
年
か
ら
羊
飼
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

町
の
乾
燥
気
候
が
飼
育
に
適
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
羊
を
飼
う
農
家
が
増
え
続
け
昭
和
20
年

代
後
半
に
は
お
よ
そ
４
、０
０
０
頭
も
の
羊
が

い
ま
し
た
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
は
昭
和
11
年
に
行
っ
た

料
理
講
習
会
で
そ
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
た

人
々
か
ら
徐
々
に
広
が
っ
て
い
き
、
昭
和
26
年

に
は
町
の
観
光
協
会
が
東
屋
を
建
て
来
客
を
も

て
な
し
た
の
が
評
判
に
な
り
、
以
後
味
ダ
レ
を

か
ら
め
た
羊
肉
を
焼
い
て
食
べ
る
文
化
が
発
達

し
た
と
言
わ
れ
、
果
物
や
香
辛
料
な
ど
を
使
っ

た
醤
油
ベ
ー
ス
の
タ
レ
に
漬
け
込
む
伝
統
の
漬

込
み
肉
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
が
広
ま
り
ま
し

た
。

　

地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
郷
土
料
理
で
、
現
在
で
も
宴
会
や
祝
事

な
ど
人
々
を
も
て
な
す
際
の
料
理
と
し
て
食
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
街
道
の
飲
食
店
、
販
売
店
を

是
非
お
訪
ね
い
た
だ
き
、
信
州
新
町
の
食
文
化

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
信
州
新
町
商
工
会

　
　

 　

Ｔ
Ｅ
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２
６
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１
３
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
信
州
新
町
観
光
協
会

　
　

 　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
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２
６
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【
交
通
】�

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
善
光
寺
口
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
２
番
の
り
ば 

ア
ル
ピ
コ
交
通

　
　

 　

�

新
町
大
原
橋
線　

信
州
新
町
行
き

　
　

 　

約
35
分　

久
米
路
バ
ス
停
下
車

名
所
「
久
米
路
峡
」
と

　
　
　
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
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 信州匠選  選定品のご紹介
　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売・消
費することにより、地域活性化を推進することを目的として、長野県産の材料を30％
以上使ったものだけを認定しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■白馬のシェフの
　　　　まかないカレー
　白馬のホテル料理長時
代、スタッフから大好評
を博した人気No.1のま
かないカレー。
　信州牛、信州産ハタケ
シメジを使用しています。

〒399-9301 北安曇郡白馬村北城2937-243
TEL0261-72-3290

〒399-8102 安曇野市三郷温5094-1
TEL0263-77-8510

白馬サンプソンファーム有限会社えぞ彫工芸社

■あづみ野遊印
　剪定されて捨てられてしまうりんごの小枝を手作業
で加工。
　一本一本手彫りして仕上げるエコロジー商品です。
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式辞　矢﨑会長

献花　商工会関係者献花　ご来賓

弔辞　阿部長野県知事弔辞　�石田県議会議員・
　　　商工会議員懇談会長

弔辞　�石澤全国商工会連合
会長

弔辞　�加藤長野県商工会議
所連合会長

長野県商工会連合会 佐藤惇前会長
「お別れの会」

　商工連では４月４日に逝去いたしました長野県商工会連合会佐藤惇前会長の「お別れ

の会」を、去る４月21日国会議員、知事、県議会議員等多数のご来賓及び商工会関係者

200名余のご参列のもと、長野市の中央安楽院にて執り行いました。お別れの会では、

阿部県知事、石田県議会議員（商工会議員懇談会会長）、石澤全国連会長、加藤県商工

会議所連合会長より弔辞を、参列者の方から献花を賜り、最後のお別れをしていただき

ました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

　なお、お別れの会に際しましては商工会員の皆様より、心からのご供花を賜り、生花

祭壇とさせていただきました。謹んでお礼申し上げます。


